
や～

2009.09.02

ということで（？）
埼玉へやってきました～
すんでいるところにもとっても近いのね～
楽しみ～
これは日本語で投稿されたものです

陳 嘉雯さんの日記



BOOKOFF～

2009.09.08

昨日はやっと憧れ（？）のBOOKOFFへ行ってきたチャパパ～
でも最初はすっかり道に迷って、駅を出たら反対方向に20分も行ってしまって。中原おじさんにそんなに歩かせ
てほんとに申し訳なかった。ごめんね。
って、CDなどは思ったほどそんなになかった。ちょっとがっかり。
でも結界師はちゃんとあったチャパパ～とりあえず二冊買った～
おほほやった～
また行きたい～
これは日本語で投稿されたものです

陳 嘉雯さんの日記



09、09、09、

2009.09.09

09、09、09、
島倉ちに来てからの五日目、
まあ、やっとっていうか、この家の生活ペースに慣れてきた、
すごく居心地のいいペースで、わがままに育ててきた私にはぴった
り、
蕨高校の文化祭のおかげで、明日までゆっくり家で休むことができた、
家の周りをあちこちウロウロしたり、郵便局へ葉書を出しに行ったり、外国人登録にしたり、銀行
の口座を作ったり、猫の写真を撮ったりした、
始めの日の夜は、島倉母ちゃんにわざわざ中華料理屋さんへ連れて行ってくれて、久しぶりのお粥を食べた、案外においしかっ
た、
たぶん私が味わったのはお粥の味じゃなく、中国の味であった、
あと、島倉母ちゃんにいくつかの言葉の使い方を直してもらった、日本の食事のマナーも教えてもらっ
た、
別にそんなにひどい使い方じゃないって母ちゃんは言ってるけど、やっぱりすばらしい日本語を話したいと私はから、すごくありがたい、
食事のマナーも、いつかは必ず
役に立つから、学んでおいたほうがいいと思う、
島倉ちに来られてホントによかったと思う、
細かい間違いでも少しずつ直していけば、それが成長と言える、
これで、今度の
留学生活の価値が倍になれる、
でもまだまだだぞ、
精一杯がんばって見せるから、　＾▽＾♪
これは日本語で投稿されたものです

陳 嘉雯さんの日記



彼岸花

2009.09.21

彼岸花
昨日は島倉母ちゃんと巾着田へ行って来たよん～
今時期の巾着田は彼岸花のおかげですごくにぎやかだ、
朝起きて、九時ごろ出発し、電車で三回も乗換えをして、やっ
と巾着田に着いた、
駅から彼岸花の畑まで歩いて十五分、
道のりにだんだん彼岸花が咲いてきて、私もわくわくしてきた、
本番の畑に入ったら、私はすっかり彼岸花の赤に酔
っ払った、
言葉にならない、写真にも写られない、
それは感動的な赤、
話によると、こんな畑を作ったのは人間じゃなくて、自然だ、
なんてえらい、
一本に五輪の花がつい
ていて、花びらは曲げ、おじべを伸ばしてくる、
とてもきれいな形になっている、
ほとんどは赤だが、時々白いのも出てきて、白一点（？）になる、
花が咲くのは秋で、ちょ
うどお墓参りの前後で、
まるであの世界に行った人がこの世界への思いを語っているように、
この世界に残された人へ、「こっちは元気だよ」と語っているように、
葉っぱも
なく、きれいに咲いている、
彼岸花の畑の隣に、コスモスの畑もあるが、
私が行った時はまだ満開じゃないので、呆れるほどじゃないが、風に揺れていて、すごくかわいい、
畑のそばで、そっと小川が流れている、
その上に、何匹かのトンボが飛んでいた、
帰りに、信号の隣の豆腐屋さん（？）で豆乳を買って飲んでみた、
すごく濃くておいしかっ
た、
みんなも連休に行ってごらん～
行くなら晴れの日はお勧め、
お日様が出てくると花の赤もよりきれいに見える～
大きい木があるのでそんなに焼けないでしょう、帽子で
もかぶって行ったら十分だ、
畑に入るには二百円取られるけど、絶対見る値があるから、
あと、中では食べ物も売っているのでお昼の心配はなし、
これは日本語で投稿されたものです

陳 嘉雯さんの日記



にんにく人間

2009.09.27

にんにく人間
今日のお昼は中国で覚えたえび料理を作ってみた、
きれいに切ったえびに薄く切ったにんにくをのせて蒸す、
とても簡単でおいしい料理、
でも、島倉母さんの
話によると、
日本人はにんにくが大好きだけど、その匂いが大嫌いそうだ、
それで、人にそんな匂いが匂わないように、人の迷惑にならないように、
あまり食べないようにし
ている、
中国ではにんにくはよく食べられているので、私は別に匂わないと思うけど、
日本人はすごく気になるそうです、
不思議と思う、
人に迷惑をかけないのはさすがに
思いやりがあると思うが、
これが文化の違いかな、
これは日本語で投稿されたものです

陳 嘉雯さんの日記



祖国の誕生日おめでとう

2009.10.01

今日のために、今日ために、今日のために
音楽部を休ませてもらって、家にとんでかえり、中国の報道を
親愛なる祖国の60歳の誕生日おめでとう
日本にいてもずっと愛して
いるから　永遠に永遠に

陳 嘉雯さんの日記



雨でも球技大会、

2009.10.05

今日は期待してた球技大会一日目、
うちのクラスは、
女子全員ドッチボール、
男子バスケ×２＋サッカー、
来る前はドッチボールを全くやったことがなかった私、
みんなに
やり方を教えてもらって、
みんなと一緒に練習して、
今はドッチボールが大好きな私、
球技大会をすごく楽しみにしていた、
「晴れてくれ」、
先週からずっと雨気味の日が
続いていたので、
本番の時は晴れて欲しかった、
でもやっぱり、雨が降り始めた、
雨でも、みんなは一生懸命がんばっていた、
雨の中で、みんなが一生懸命ボールを投げた
り、キャッチしたり、避けたり、蹴ったり、
雨は、私たちの心の火を消せない、
これは日本語で投稿されたものです

陳 嘉雯さんの日記



不思議のメードカフェのケスリ

2009.11.06

「お嬢様のご帰宅です」
あたしと淳ちゃんがお店に入ったとたん、こんな掛け声が聞こえてきた。
すると、間もなく、メードの格好をしている可愛い女の子が目の前に現れ
て、おじぎをしながら一斉に、
「お帰りなさい、お嬢様」
と言いつつ、あたしたちを席に案内してくれた。
それは、十一月一日、十二時半。昼の日差しは柔らかく、秋葉原の
青空が清らかに、不思議の旅によく似合うお天気だった。
そう、あたしたちが入ったお店は、いわゆる「メードカフェ」という、男が自分を見失いそうなところ。
それも、ケ
スリの不思議のメードカフェの旅の始まりだった。
まず、お店に入ってくるお客さんに、ほとんど男の人なんだけど、「いらっしゃいませ」の代わりに、メードさんたちは
「お帰りなさい、ご主人様・お嬢様」と言うのである。日本人じゃないから、相手も女の子だし、「お嬢様」と呼ばれるのは何とも思わなかった。
次は食事の注文。注文を決
めるのに相当迷ったし、出来上がるまでまた結構時間がかかった。味のほうは変わったところないけど、それ以外は何とか無理矢理に××されている。ご飯にソースで可愛い絵
文字を書いたり、食べる前に訳のわからない恥ずかしい「おいしさの魔法」やらさせられたりして…
あと、メードさんを指定して一緒に写真を撮るのも可能なんだけど、五百
円一枚。情けないことに、あの時何かに血迷ったケスリも撮ってしまった。
あと、メードさんを指定して何かのバカゲームもできるけど、いくらかかるか（いくらだかわから
ないけどかかる）、勝ったら何があるのかは、さすがに血迷いやすいケスリでも固くやらないというから、未だ謎。
でも、写真だってバカゲームだって、やる人はぞろぞろい
たということを、ケスリはこの目で見てた。
あと、訳のわからない決まりポーズをやってじゃんけんする大会もあった。最後まで生き残ったのはなんと紅一点のケスリだっ
た。お見事。まぁ、そんなバカ男たちに勝つ自信ぐらいは持ってたけど…
そこで気がつくともう二時半。
しまった。
アニメートに電気街。他に行きたいところがまだいっぱい
あるのに…
いけないんだ！間に合わない！
走り出せ！走り出せ！♪
十二時半から二時半までの二時間もの悪夢から目が覚めたケスリは、急いで淳ちゃんと逃げ出して、誰かが
お金出してくれないと、もう二度とこういうところに足を出すまい、と、決心したのであった。
なお、この悪夢のおかげで、男という生物のバカバカしい一面を改めて認識
し、ため息をつくのしかなかった。
そして、絶対こういうところで仕事したくないと思った。だって、おっさんにああいう目で見られたら、新たな悪夢に出会えそうな感じが
するんだもん。
午後のお日様はニッコリ。
ケスリは不思議の旅を終えて、次へ進んだ…
PS　ケスリ　=　あたし
これは日本語で投稿されたものです

陳 嘉雯さんの日記



競歩大会中止

2009.11.14

09.11.11.
競歩大会中止、
島倉お母さんが私に
学校に行ったらうれしい知らせがあるだろう、といった時
強い予感がした
事実は私に、その予感が正しかったことを伝えてい
た。
インフルエンザを考慮して、学校が前例の無い決定をした。
最初の反応は歓呼だった。
先週は豚インフルエンザに苛まれ、一週間あまり練習しておらず、足の裏と太もも
もだんだん痛くなってきていた。
もともと走るか走るまいか迷っており
走らないと友達に申し訳ないし中国にもどったらもうこんな機会はない。
走ったところで持たないだろ
う、
今学校が思い切って中止してくれたので、心中思わずほっとした。
しかし次に湧いてきたのはひとしきりの失望。
こんなふうに懸命に毎週２回４０分走ることなどめった
に無い。
死んでもやりとげようと覚悟を決めることはざらに無い。
このように複雑な心情を抱きつつ、
競歩大会はこうして静かに中止された。

陳 嘉雯さんの日記



星明かりの夜、

2010.01.02

晩ご飯の後、原宿を出て東京を一周する山手線で恵比寿に向かった、
道路の両側の街路樹は葉っぱがすべて落ち、でも無数の星明かり夜空の中で輝いている、
ひとつひとつが
優しいピンク色で、流れ続ける小さな滝の水の流れのようで、
私の暗い気持ちが少しずつ高まってきた、
歩きながら写真を撮ったり、騒いだりして、気持ちにも明るい光が灯
ったようだ、
クリスマスがもう過ぎているので、恵比寿のイルミネーションは少ししか残っていなかった、
私たちは次の駅新宿に急いだ、
また山手線に乗り、恵比寿から時計
回りと反対の方向の5つめの駅が新宿、
新宿駅は恐ろしいほど大きくて、私たちは一体どの方向に歩いていけばいいのかまるでわからなかった、
適当にどこかの出口から出
て、やみくもに30分くらいぐるぐる歩き回り、
新宿のど真ん中で迷える子羊のように、ああ、ここでも少しイルミネーションを見ることができた、でも小さいものだった、
そ
れからまた私たちは何とかして新宿駅に戻っり、コンビニのおじさんに道を尋ね、また歩き回り、ようやく夢のようなイルミネーションがある場所にたどり着いた、
まずブル
ー一色のイルミネーションの小道があり、ずっと歩いていくと目の前がぱっと明るくなり、そこにはとってもイルミネーションできらめく大きなクリスマスツリーが2本あっ
た、周囲の暗闇を明るく照らし、私たちの目に深くしみこんだ、
並木道は白い電球いっぱいで飾られた低い生け垣と枯れ木の交錯していて、その間を歩いていくと満天の星空
の田園の中を歩いているような気がした、
それに数百個のハート型のランプがぶら下がり、そのピンクの色を仰ぎ見ていると冷たい風が暖かくなったようだった、
家に帰るの
が遅くなってしまったけど、この星明かりの夜はとても想い出深いものとなった、
kathlylove
09.12.28.要旨、

陳 嘉雯さんの日記



天声人語

2010.01.30

先週の土曜日の朝。
いつものような寝坊の後に、友達からの手紙を待ちわびている私はポストに送られたものを全部取り出した。
「まだ来ないなぁ」とがっかりしながら、手
にした分厚い朝日新聞をちらっと見ると、なんと「天声人語」と言うコラムを発見。
なんだ。天声人語がここに載っているのか。
「天声人語」というのは、朝日新聞の定番コ
ラムの一つで、時事焦点や社会現象についての優れた評論で知られている。「受験シーズン」「福袋」「秋葉原の暴走事件」などの身近に聞いたりしていることを簡潔な言葉で
評論し、そこから独特な考えへと導いていき、読者に何かを考えさせたりもしている。
話によると、日本語能力試験の読解問題などにもよく出で来るそうだ。
私が始めて天声
人語を知ったのは、高一のとき日本語の先生に「読解の力になる」と言って勧められたのだ。あのときはまだいまいちわかりにくく思ったんだけど、今になってはちょうどいい
くらいの「教科書」となっている。
評論は長くもないし短くもないから、気軽に読めるので、読み続けられそう。こうして毎日ちょっとずつ読んでいるうちに、自然と日本語
の表現力が身につけていくに違いない。
また、普段あまり使わない言葉などがどんどん出てくるため、ヴォキャブラリーを積み上げていくにはとても役に立つと言える。かと
いって、難しい言葉ばかりで訳わからないような文章ではなくて、ちょっと踵を上げればわかってくるくらいなので、飽きたりはしないだろう。
それに、評論の内容が身近に
あるにもかかわらず、そんな身近なことから新たな視点からの考えや感想が書いてあるので、時事焦点や社会現象を理解するにも、視野を広げていくにも、とても読みがいのあ
ると思う。
日本に来てからもうすぐ六ヶ月目に入るところなのに、すぐそこにあるこんなすばらしい「教科書」を無視してきた私はなんて間抜け者なのだ。
でもまだ間に合
う。今から毎日読み続けていけば、きっととんでもない力になってくれるだろう。
追記
今日、天声人語を読み終わったあと、ちらっと新聞のページをめくって見たら、「CM
天気図」というコラム発見。これもまたCMについての短い評論である。「テレビで毎日流れているCMからもいろんなことが考えられるんだ」と言って、感心した。
これは日本語で投稿されたものです

陳 嘉雯さんの日記



伝えよう

2010.01.31

今日は久しぶりにネットで向こうの友達としゃべった。
中には心が通じるような親友もいれば、ただの騒ぎトモもいた。
ロ君は後者の一人である。
なぜだか二人は勉強につい
て話し始めた。
「なんかさ、ロ君はこの先、日本語をそんなに必要とされない仕事をしそうな感じがするんだ。あたしと違って、ただの訳者じゃ満足できなさそうな感じ。」
と、私は続く、「あたしには、日本語しかないからさ、ひったすらがんばらなくちゃいけないのよ」
「確かに…」
自分の将来の職業についてのコメントかと思ったら、さらに
一言が加えられた。
「確かに、お前はいつもがんばってるのと、俺は思うよ」と。
如何にもまじめそうに。
ぎゅっと。
私はキーボートを軽やかに敲いていた指を止めた。
そ
れは、急に頭の中に何かが込み上げてきて、ひどく渋滞していうるからだ。
ロ君とは四年間ものクラスメート。ずっとふざけたことを言い合ったり、バカバカしく笑い合った
りしてきた。そのせいか、なんだかイメージでは、ああいう人を認めてくれるようなことを言いそうでもなかったのだ。
人って、みんなそうなのかな。
一緒にいる時は、ただ
の「バカタレ！」「意地悪！」に見えて、お互いにほめたり認めたりすることはめったにない。でも、どれだけふざけているように見えていたとしても、一歩離れると、色んな
物が見えてくるし、色んな事と向き合えてくる。
また、色んなことが言えてくる。
あの人は本当は大変だっただろうって、
あの人そんなに嫌いじゃないかもって。
ほめたり
認めたりできるようになってくるのかも。
でも、これって、本当にいいのかな。
今の私たちは、ちょっと離れているけど、まだ連絡は取れる。言えるようになったことをまだ
伝えられる。
でも、世間はいつも私たちの思うようにはならない。
一旦離れ離れになった人たちと、もう完全に連絡がつかなくなくということが、私たちのすぐそばにある。
それでもいいの？伝えられなくていいの？
もしかしたら、あなたの一言で目が覚めたという人がいるのかもしれない。
伝えたら、あなたのために残ってくれたという人がいる
のかもしれない。
伝えたら、自分も勇気をもらって強く歩いていけたのかもしれない。
それでもいいの？黙っておくの？
私は嫌だ。だって後から後悔するのが嫌だもん。
だ
から決めたんだ。
「伝えなきゃ」と思ったら、ちゃんと勇気を出して伝えようと。
私の一言を待っている人がいるかも。
追記
ロ君にそう言われて、なんだかすごく嬉しかっ
た。
自分の一生懸命さが認められたっていうか。
私って、本当はがんばっているんだって。（笑）
これは日本語で投稿されたものです

陳 嘉雯さんの日記



降り積もれ、粉雪

2010.02.01

さいたまは、二月一日の昼ごろから雨が降るだろう、夕方には雪に変わるだろう、
と、昨日の天気予報が言ってた。
雪が降るって言っても、降らないんだろうね…
こないだみ
たいに…
それじゃただの雨になるじゃん…
二月だよ二月！二月に雨！
冗談じゃないんだよ！
と、思いつつ、今日も厚着で学校に向かった。
昼となると、雨は予報通りに降り
出した。
そして、昼のバスケ練が終わっても、厄介な集会が終わっても、部活が終わっても、止む気がぜんぜんなさそうに、降り続けていた。
帰り道。
アリス（部活の友達）
と一緒に、冷たい雨に打たれて鳴る傘の音を聞きながら、水溜りをうまく避けて徒歩20分先の蕨駅に向かって歩いていた。
ふと雨粒を見たら、「あれっ」となった。
気のせい
か、粒はいつもより白く、そして軽く見えた。
「これは、まさかの雪！？」と、わくわくしてきて、狭い道の前を歩いているアリスに確認を求めた。
「雪じゃなくて、ミゾレ
だと思うよ」
「ミゾレ？」
「雪と雨の混じったやつ。雪の水の多いバージョンっかな」
「へぇ、すごい！」私は目を輝かせた。
地面を見ると、落ちてくる粒は確かに透明な
結晶であった。でも、地面は雨で濡れていたから、結晶はすぐ溶けちゃって、ただの水になって、ぜんぜん雪だとわからなかった。
自分のコートを見ると、何かが袖や裾に付
いていて、キラキラと光っていた。それは、飛んできたミゾレが冷たい空気の中で結晶してしまったものだった。
アリスの傘を見ると、そこにも同じようなものが付いてい
た。
その時、アリスが急に振り向いてきて、「今はほとんど雪になったと思うよ」と。
そう言われて顔を上げると、ちょうど斜め上にある電柱の光に目を留めた。その光に乗
った白い粒が、圧倒的な勢いで私の心まで飛び込んできた。
「粉雪だ！」
そう言って、さしていた傘を頭の上から避けてみた。顔に当たるのはもはや痛い雨じゃなくなって、
柔らかくて優しい雪だった。
感動した。
シンセンの海の恵みで育ってきた私は、雪を見たのは、今日で二回目。
寒くてしょうがなくて、体が震えているが、心は幸せな気持ち
でふわんとなった。
粉雪よ、降り積もってくれ、
これは日本語で投稿されたものです

陳 嘉雯さんの日記



春よ、来い

2010.02.27

春よ、来い
今週なぜだか二月にふさわしくなく暖かかった。
白雪のような梅はまさに今が満開、
暖かくて少し湿った空気が顔に当たって、
体いっぱい入り込んだ。
コートな
しの登下校は久しぶりだったなぁ…
と思いつつ、春風の中を歩いた。
ローファーでいい音を響きながら。
なんだか、風の中に思い出の匂いがした。
シンセンの友達のこと、
九月来たばかりのこと、忘れかけた胸の鼓動、
一瞬、蘇た。芽吹いた。
バレンタインは過ぎ、ホワイトディーを迎える今、
春が足を寄せている。
春よ、甘き春よ、
わが心ま
で来い。
これは日本語で投稿されたものです

陳 嘉雯さんの日記



定期演奏会

2010.03.20

第21回　蕨高校音楽部　定期演奏会
以下が宣伝でございます。
場所・川口リリア
時間・03月25日（木）
　　　18:30開演（17:30開場）
内容・合唱（日本語、ラテン語、
フランス語、イタリア語、中国語）
　　　ミュージカル
　　　組曲（卒業生一同）
入場無料です。
よかったら来てください。
よろしくお願いします。
追記
定演に向けての
練習は色々大変だったけど、
おなかが痛くなるほどおもしろいこともあった。
詳しくは定演後。　o＾▽＾o
これは日本語で投稿されたものです

陳 嘉雯さんの日記



定期演奏会

2010.03.28

定期演奏会
一月末のアンコン（アンサンブルコンテスト）が終わったら、
音楽部は3月25日の定演（定期演奏会）に向けて、日々戦ってきた。
今年の定演は三つのステージが
あって：
→１ステは、サンディ先輩が名づけた「国境なき合唱団」で、
ラテン語・フランス語・日本語・イタリア語・中国語の7曲からなったステージ。
ふるさとと中国語の
曲以外は全部アカペラ。
一番苦戦した曲は「ドミネ」という曲だった。
「ドミネ」は宗教曲で、すごくきれいな曲、
そう、
ソプラノから始まって、アルト・テノール・ベー
スの順で入ってきて歌うのも素敵、
ソプラノの入りの音が中央から１オクターブ上のＤであるのも素敵、
ソプラノには中央Ｅから１オクターブ上のＥへの跳躍が三回もあるこ
とも素敵、
が、それらがすごく難しい。
中央から１オクターブ上のＤはソプにとって決してそんなに高い音ではないが、
入りの音だから、正しくきれいに出すのが難しかっ
た。
しかも、入りはソプだけだから、他のパートがカバーしてくれることはない、
パート内で心を合わせて、確実にきれいに出すのしかなかった。
静寂を破る第一音として、
きれいに出せたら、他のパートもそれに乗ってこれるけど、
失敗したら、終わり。
アンコン前のこの曲の練習で、ソプはさんざん言われた。
入りの音を、百回は練習した。
音質をそろえようと、練習時間をもらって、4人で話し合った。
みんなの足を引っ張らないよう、自分もストレスをためながら、毎日がんばってきた。
結局は、アンコンで銅
賞をもらい、定演のときも気持ちよく歌えた。
がんばった甲斐あったな。
中国の曲は「但願人長久」という、私がみんなに紹介した曲。
楽譜と歌詞の訳を持っていったら、ア
リス（部員）にすごく気に入ってもらい、
「せっかくぶんちゃんがいてくれたから」ってみんなもそう言って、
定演に載せてくれた。
それで、早速発音のレッスンを始めた
が…
自分が十六年も当たり前のようにしゃべってきた言葉を教えるのが、そんなに難しいと思わなくて、
無駄に時間を使いすぎてしまった。
でも、みんなセンスがよかったの
よ。
本番のときは、一瞬、中国人と一緒に歌っているのかと、勘違いしちゃった。
みんな、ありがとう。
→２ステは、別称サンステで、ミュージカルステージである。
原作
はしぃ（部員）、脚本はサンディ先輩が作ってくれた。
私の役は、なんと、ハーフのお嬢様だった。理由は、英語の発音がいい。
根っこからの庶民だから、まぁ、ちょっと苦
労はした。
エピソードがいっぱいある。
①主人公をやるまた（部員）は、なぜだか、「じかん」を言うとき「ちかん」だと聞かせちゃう、裏技を…　（本心ではないが）
よっ
て、セリフはこうなっちゃった：
「それより、早く行こう。『ちかん』が…」
「『ちかん』にはぎりぎり間に合ったのに、先生にはむっちゃ怒られた」
②また野郎（また）の
上のセリフの後のセリフは
「死ぬかと思った」なのに、
「死んじゃえばいいのに」っていいそうになったことあると、本人がそう告白した。
③やっぱりまた野郎の仕業、
主
人公の名字は新垣で、準主人公（主人公が一目惚れした娘）の名字は道下なのに、
またはその日、準主人公に向いて「新垣さん」って呼んだ！
コラ！いつ結婚したんだ！
④準
主人公をやるふぅ先輩に、転ぶシーンがあって、しかもそのシーンはなぜだか、なかなかうまくできなくて、繰り返されていた…
本人の言葉で言うと、「転びまくった」…
で
もみんな演技うまいよ！
本番はす～んばらしいものになり、楽しかった！
→３ステは、合同ステージでも、組曲ステージでも呼ばれていて、
私に言わせてみれば、のど殺しス
テージでもある。
３ステはOB、OG、助っ人も載ってくれるステージ、
心強いじゃ心強いけど、練習すると体的にも精神的にも疲れる。
3曲目音難しいし、ぶつかるし、
5曲
目ソプは中央から１オクターブのAまで上がるし、
こういう気合で「叫ばなきゃ」私には届かない高い音は、本番前の練習でほとんどサボってた。
そして、本番前は連続二日
間合同練習だったので、
結局本番の日の朝、のどがほとんどしゃべれないほど痛くなっちゃった。
でも、しょうがないから、あまりしゃべらないようにして、のど飴もなめ続
けて、
やっと本番に間に合った。
→アンコール曲も宗教曲、
これもソプから始まるけど、今度はピアノ伴奏も入るし、音もそんなに高くない。
アンコール曲はめちゃめちゃ
いい曲だと思う、
感動的で、泣ける！大好き！
定演は結局二時間で終わった。
でもこの二時間のために、私たちは二月から、ほぼ毎日二時間半ぐらい練習してきた。
学校の
終業式が近づくと、午前中で授業が終わる日もちょこっとあったけど、
それにもかかわらず、お昼を食べた13時ぐらいから、休憩時間を入れながら、18時半まで部活やってい
た。
運動部の使っているグランドの電気が消えた時間に、まだ音楽室で歌っている日も、少なくなかった。
私は相変わらず、本番の前に調子のピークを向かえ、
そして本番の
直前に調子を崩していた。
でも、そんな練習を、不調を乗り越えて、みんなと定演を楽しむことができた。
それは、なによりも、嬉しかった。
本番が終わったとき、声はもう
枯れた。
そんなのどを引きずって、ロビーに行って、来てくれたお客さんたちを、
枯れた歌声と笑い声で、見送りした。
ホストマザー山本先生、戴さんがまだ夕飯食べてない
ことを、知った。
平下さん、川畑さんが小さいお子さんを連れてきたことも、差し入れに花を持ってきてくれたことも、お子さんがうるさくて申し訳ないと言って先に帰った
ことも、知った。
雨の夜遅い時間に、定演に来てくださった方に、心からのお礼を。
お客さんを送った後は、会場の片付けと打ち上げ。
打ち上げはいろんな意味で、盛り上が
っていた。
会場から出るのも、制限時間ぎりぎりだったので、みんな焦ってた。（笑）
でも、これが私の最初で最後の定演だった。
すんばらしい定演にしてくれたみんな、あ
りがとう。
残り4ヶ月もよろしくね。
これは日本語で投稿されたものです

陳 嘉雯さんの日記



ただいま、

2010.07.30

ただいま、
そっと自分につぶやいた…
絢香の「おかえり」を思い出している、
今はもう、「おかえり」って言ってくれる人が、
いなくなったんだなぁって、思って、
寂しく
て、寂しくて…
お母さん、淳ちゃん、一年間ありがとう！
そして、今はこっちで、自分の続きを生きている、
昔とは違う、自分の続きを、
ただいまの後は、くつろぐだけじ
ゃないということも、
わかったから、
ちゃんと家族の一員としても働くから、
ただいま、シンセン、
もっとよい町にしてあげるから、
これは日本語で投稿されたものです

陳 嘉雯さんの日記
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